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皮下組織茎 VY前進島状皮弁

手や足の皮膚欠損に植皮術を行うことはよくあると思います．全層植皮の場合，

一期的創閉鎖を行うために，欠損の形にかかわらず木の葉状の採皮を行うと教えら

れました．しかし，皮膚腫瘍や外傷による皮膚欠損は，木の葉状よりむしろ円形に

近いものが多いと思います．私は，円形の採皮を行う場合，脂肪組織を茎とする２

つの三角皮弁を用いた創閉鎖を行っています（図）．この方法は，児島らが指体部

と小指球部で皮下血管網を利用した VY前進島状皮弁として報告していますが（「手

の皮弁手術の実際」克誠堂出版），私の経験では手尺側部や土踏まず部でも応用で

きるようです．コツは，皮弁移動の際に索状組織のみを切離し，脂肪組織はなるべ

く温存することです．

図 指体部における皮下組織茎島状VY皮弁
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